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　宇宙におけるバリオン物質の基本構造は、量子色力学（QCD）とそれで支配され
る素粒子としてのクォークとグルーオンで決まっている。近年の理論研究とスー
パーコンピュータの進展で、QCDから陽子や中性子など単体のバリオンの性質を高
精度で計算できるようになった。さらに、バリオン間の相互作用や原子核のQCDか
らの理解も発展途上にある。複数のバリオンからなる系の理解は、最終的には中性
子星の構造論と関係し、天体物理学としても重要な意義をもつ。 特に、2019年に
発見された太陽質量の約2倍を持つ重い中性子星、2017年と2019年LIGO/Virgo重
力波検出器で発見された中性子星の合体からの重力波、2019年にNICER X線装置
で観測されたパルサーの半径、など、中性子星の構造に関わる観測が急激に進んで
いる。 本談話会では、QCDに基づいてバリオン単体から中性子星構造までを統一
的に理解する上での、これまでの到達点と今後の課題について概観する。
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